１　単元名　「器械運動」マット運動
　２　単元目標
(1) マット運動の楽しさや喜びに触れることができるよう、進んで取り組み、きまりを守り仲良く運
動をしたり、場や器械・器具の安全に気を付けたりしようとする。（関・意・態）
(2) 自己の能力に適した課題を持ち、技ができるようにするための活動を工夫できるようにする。（思
考・判断）
(3) マット運動の基本的な技を身に付けることができる。（技能）
３　単元の評価規準
	運動への関心・意欲・態度
	運動についての思考・判断
	運動の技能

	1 技ができる楽しさや喜びに触れることができるようにマット運動に進んで取り組もうとしている。
2 器械・器具の使い方や運動の行い方、きまりを守り、友達と励まし合って運動をしようとしている。
3 友達と協力して、器械・器具の準備や片付けをしようとしている。
4 運動する場や器械・器具の使い方などの安全を確かめようとしている。
	1 基本的な技の動き方や技のポイントを知るとともに、自分の力に合った課題を選んだり考えたりしている。
2 基本的な技の練習方法を知るとともに、自分の力に合った練習方法や練習の場を選んでいる。
3 仲間と動きを選び、適切に組み合わせるなど動きを創り上げるために考えている。
	1 マット運動では、自分の力に合った基本的な回転技ができる。
2 仲間と動きを合わせて運動することができる。


　４　指導計画
	時
	学習のねらいと学習活動
	○指導上の留意点　
☆運動のおもしろさを活かした言語活動、グループ活動に関わる留意点や手立て
	評価
【方法】

	１
	【オリエンテーション】
・学習の流れと約束の確認。
・単元を通した見通しを持つ。
・器械運動の技に類似した動きにゲーム的要素を取り入れた運動に取り組む。
・仲間との関わり方や自分の意見の伝え方を学ぶ。
	○整列や集合の約束をゲーム形式で練習し、習慣となるよう意識付けさせる。
○考えを仲間に伝えたり聴いたりして学び合いながら、学級や個人の力を向上させていくことを共通理解する。そのために具体的な取り組みを考えたり示したりし、できていることから褒める。
○単元の見通しを持たせ、意欲が高められるようにする。
○単元を通して安全に運動することの大切さを伝える。
☆ボールや玉入れの玉などを用い、器械運動の技に類似した動きにゲーム的な要素を取り入れた運動や夢中になれる運動の取り組み方を紹介し、仲間との関わり方や自分の意見の伝え方を定着させることができるよう、練習させ、見届ける。

	関・意・態
1 ②
【行動観察・発言・学習カード】


	２
３
４
	【アドバイスメモの導入と活用】
・器械運動の技に類似した動きにゲーム的な要素を取り入れた運動、夢中になれる運動等様々な技に挑戦する。
・仲間と動きを見合い、アドバイスメモを活用し、学び合う。
	☆多くの運動量を確保し、楽しみながら運動するために器械運動の技に類似した動きを行い、繰り返し運動させるようにする。
○場の安全やきまりを守る意識を持たせ、習慣づけるためにそれらを意識し、実践している姿を全体に紹介する。
☆学び合うために言語活動の充実を図る手立てとしてアドバイスメモを活用させる。
☆仲間との関わり方や学び方を紹介したり、考えさせたりする。
○個に応じた声かけや支援方法を考慮する。

	思・判①②
技①
【行動観察・アドバイスメモ・
学習カード】

	５
６
	【視点の明確化】
・技の「これができたらok」という視点を考える。
・技をするときに視点を伝え、お互いに動きを見合い、検定を行う。
・惜しいところはどうしたらよくなるのかを教え合う過程で学び合う。
	☆自分自身の挑戦したい技に挑戦させる。
☆視点を伝えてから技を行い、視点をもとに動きを見てアドバイスをしたり、よかったところを伝えたりする活動を見届け、学び合わせる。
○視点をしっかり伝えて技を行っているかを確認する。
○視点を見つけることに戸惑っている子どもには写真などを示し、取り組もうとしている技にとって大切な動きを見つけさせたり一緒に考えたりする。
	思・判①②
【行動観察・アドバイスメモ・学習カード】

	７
８
	【グループ活動の充実】
・マット配置・動き・動きの視点を決める。
・２つのグループでアドバイスをし合い、練習を繰り返す。

	○子ども達の考えやアイディアを生かすことができるように認めたり、励ましたりする。
○グループの特徴に合わせて関わり方を考慮する。
○安全に運動することを徹底させる。
☆２つのグループで、互いのグループの動きを見て学び合い、動きを高めさせるようにする。
	思・判③
技②
【行動観察・学習カード】


	９
10
	【発表会とふり返り】
・1回目の発表～アドバイスタイム
・練習タイム～２回目の発表

・ふり返り
	☆1回目の発表を行った後にアドバイスタイムを設定し、その後練習を行い、最終発表を行う。
☆グループの発表に対して、どの子も1回はどこかでアドバイスをすることをルールとする。
○単元を通してがんばってきたことや、学び合っていた姿などを価値付け、今後の体育学習や学校生活への意欲を高めさせる。
	思・判③
技②
【発表の参観・発言・学習カード】


　
５　本時の指導(７時間目/10時間)
(1) ねらい
・互いのグループの動きを見合い、教え合うなどして学び合い、動きを高めることができる。
・仲間と協力しながらルールを守って運動することができる。
	
	○運動の側面・●集団の側面における児童の動き
	学習活動
	教師の指導と評価（○運動の側面・●集団の側面・☆運動のおもしろさを活かした言語活動、グループ活動に関わって・★評価）

	準備運動
計画
	○それぞれの動きを丁寧に繰り返し行い、体を温め、動きに慣れる。
●場の設定を協力しながら行う。
●号令に応えながら準備運動を行う。
●グループで順番や運動の仕方を守りながら素早く活動する。
	【場の設定と準備運動～あいさつ】
・ランニング３周目に犬歩き、うさぎ走りを行い、体操、挨拶を行う。
【器械運動の技に類似した動きにゲーム的要素を取り入れた運動】
・グループごとにゆりかごから起き上がりジャンプ・足で玉入れ・かえる足打ち・背支持倒立・かえるバランス・前転・後転等を行う。
【全体計画会】
・本時の授業の流れや取り組み方を知り、めあてや約束を確認する。
【グループ計画会】
・グループでマットの
配置や動きを確認す
る。
【２つのグループによる練習】
・グループごとにマットを共有する仲間になり、お互いのグループの動きを見合い、学び合いながらグループの動きを高める。
・練習を行うグループは何に気を付けていて、何を見てもらうのかという視点（アピールポイント）を見てもらうグループに伝える。
・見ているグループは、視点（アピールポイント）に沿ってアドバイスをする。
・動き終わったグループは、アドバイスをメモに書き、それらを基に自分たちの動きを更に高めるようにする。
・それぞれの動きを見て、アドバイスし合うことを繰り返し、なるべく多くの練習量を確保する。
【グループ反省会～ふり返りと全体反省会】
・グループの動きの成果や課題、自分自身の成果や課題、仲間と学び合ったことなどをワークシートに記入し、ふり返る。
・ふり返ったことを全体で発表し、共有する。
・次時への見通しを持つ。

	●素早く行動したり号令にしっかり応えたりしている姿を価値付ける。
☆器械運動の技に類似した動きでは、グループごとに関わり合い、学び合うことが習慣付いているかを見届けながら、動きの補助を行う。

	
展開
	●マットの配置や動きを相談したり確認したりする。
○自分たちの決めた動きを合わせながら繰り返し運動する。
●仲間のグループの動きを見て、視点に沿ってアドバイスをする。
○●仲間のグループからアドバイスされたことを自分たちのグループの動きに取り入れる。
●マット使用の交代や配置変えを速やかに行う。

	
	○●☆練習量を増やし、グループ活動の充実を図るために、時間を有効に使ったり、仲間のグループの動きをしっかり見てアドバイスをしたりしているグループを認め、全体に広める。
☆自分たちのグループの動きの視点や仲間のグループへのアドバイスをしっかり伝えて活動しているかを見届ける。
☆動きに習熟してきたグループには、発展的な動きができるように、そのグループ自身や見ているグループに働きかけたり、ヒントを与えたりする。
★仲間と動きを選び、適切に組み合わせるなど動きを創り上げるために考えている。【思・判③】
★仲間と動きを合わせて運動することができる。【技②】

	反省
	○●グループの動きの状態や成果、課題をふり返る。
○●仲間のグループと学び合い、技能が向上したことやその理由をふり返る。
●協力したこと、ルールを守ることなど集団の側面をふり返る。
	
	○●２つのグループによる練習で学び合い、上達が見られた姿を価値付け、広める。


学習のルールや運動の仕方、仲間との関わり方を学ぶことができる。





言語活動の充実を通し、学び合いながら技能を高める。








言語活動の充実を通し、学び合いながら技能を高める。





グループ活動の充実を通し、学び合いながら技能を高める。





学び合いながら技能を高めてきた成果を発表する。





めあて：おたがいのグループの動きを見合い、教え合い、動きをよくしていこう。








